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　誰でもできる「姿勢を低く」、「頭を守り」、「動か
ない」の身を守る行動「シェイクアウト」。防災の日
に合わせて、家庭や職場、学校などでも行いましょ
う。　※市役所では、 9月 1日（火）の午前11時に実
施します

◇�平成 ７年 ８月31日までに生まれ、平成2７年 ５ 月22日以前に本市に転入
届を出し、引き続き住民登録のある方です。

◇�市内で転居した方のうち、 ８月1５日（土）以後に届け出た方は、前の住
所地の投票所で投票してください。なお、市外に転出した方は投票で
きません。

Ｑ．なぜ選挙を行うのですか
Ａ．�意見などを市に働き掛けたり、市政が適正かどうか監視したりする
市民の代表者を選ぶために行います。

Ｑ．市議会議員の任期は何年ですか
Ａ． ４年です。現職の議員の任期は、 9月10日（木）で満了します。
Ｑ．過去の投票率はどのくらいですか
Ａ．�前回 ４年前の投票率は４3.８４％でした。最高投票率は、昭和3８年の
93.５1％です。

Ｑ．開票の様子を見ることはできますか
Ａ．�本市の選挙人名簿に登録されている方は見ることができますが、希
望する方が多いときは、入場を制限します。

　仕事や旅行、入院などで、投票日当日に投票所に行けない方は、投票
日前に投票できます。

※�期日前投票をするときは、宣誓書（公民館などの公共施設、市ホーム
ページにあります）を持参すると、手続きが早くできます。

期日前投票所 市役所西庁舎 １Ａ会議室 宮永岳彦記念美術館
曲松児童センター

受付期間 ８月24日（月）～29日（土）
受付時間 午前 ８時半～午後 ８時 午前 9時～午後 ８時
駐車場 あり なし

問い合わせ　防災課☎（８2）9621
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　秦野の市政を託す24人を選ぶ大切な選
挙です。投票で、秦野の未来への意思表
示をしましょう。
問�い合わせ　選挙管理委員会事務局
☎（８2）9661

投票できる方

　候補者の主義や主張などを載せた選挙公報は、 ８月26日（水）ごろの新
聞に折り込むほか、市ホームページでも公開します。市役所や公民館、
連絡所にも置きますが、新聞を購読していない家庭で郵送を希望される
方は、選挙管理委員会に連絡してください。

選挙公報は新聞折り込み、市ホームページで

と　き　 ８月30日　午後 ８時４５分～
ところ　総合体育館メインアリーナ
　市役所や総合体育館、投票所へは、選挙に関する問い合わせはできま
せん。当日は、臨時電話☎（（８2）2100）を利用してください。

即日開票します

　次の施設は投票所となるため、 ８月30日は休館します。
公民館など　東公民館を除く公民館、ほうらい会館
連絡所　南が丘・北・大根・鶴巻・堀川・渋沢・上・東海大学前駅
児�童館など　平沢・戸川・三屋台・北矢名・堀山下児童館、曲松児童セ
ンター、末広ふれあいセンター、老人いこいの家ほりかわ荘

公民館などが臨時休館

　投票率と開票の状況は、市ホームページで速報します。
投票速報　当日の午前 9時～ 1時間ごと（午後 1時を除く）
開票速報　午後10時～30分ごと

投・開票速報

　入場券は ８月21日（金）ごろまでに住民登録された住所に郵送します。
投票所の名前と所在地のほか、案内図が書いてあります。また、入場券
には最大 ４人分の名前が書いてありますので、本人分を切り離して持参
してください。入場券が届かないときや紛失したときは、投票所の係員
に申し出てください。

投票所入場券を郵送します

期日前投票ができます
知っておこう　市議会選挙Ｑ＆Ａ

9/6
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市議会議員選挙
投 票 日　 ８月30日（日）
投票時間　午前 ７時～午後 ８時
告 示 日　 ８月23日（日）

未来につなぐ一票を
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主　な　内　容
◇トップアスリートから学ぶ スイミング教室 （ 2 面）
◇臨時給付金を支給します （ 3 面）
◇展示替えします 宮永岳彦記念美術館 （ 4 面）
◇新東名 連結許可書の伝達式 （ 4 面）

人口と世帯　27．8．1現在
総人口　16万8168 人（前月比 −24）
内　訳 男 8万5795 人（前月比 +11）
　　　 女 8万2373 人（前月比 −35）
世帯数　 7万1752世帯（前月比 ＋32）



成28年 3 月31日　報酬　月 9 万5600
円　 履歴書に応募の動機（400字程
度）を添えて、 8 月31日（月）までに
総合体育館へ本人が持参　※後日パ
ソコン操作の試験、面接あり　 ス
ポーツ振興課☎（84）2795
●秦野武道祭

10月18日（日）　参加資格　営利目
的の活動をしていない団体で、柔道、
剣道、居合道、弓道、空手、少林寺
拳法、スポーツチャンバラ以外　募
集数（予定）　 4 団体　※書類選考あ
り　 8 月29日（土）までに申込用紙

（総合体育館、市ホームページにあり
ます）を体育館へ持参　 スポーツ
振興課☎（84）2795

●スポーツ教室
◇エアロビクス初級　 9 月 1 日

～29日の火曜日　午前 9 時半～10時
50分　 3 日～17日の木曜日　午後 7
時半～ 8 時50分　◇ボクシングエア
ロ　 1 日～29日の火曜日　午後 1 時
半～ 2 時50分　◇タイ式ヨガ教室　
2 日～30日の水曜日　午前 9 時15分
～10時35分　◇健康体操教室　 3 日
～17日の木曜日　午後 1 時半～ 2 時
50分　◇エアロビクス初中級　 4 日
～25日の金曜日　午前 9 時半～10時
50分　 9 日（水）　25日（金）　午後 7
時半～ 8 時50分　◇エアロビクス中
級　 5 日（土）　午後 1 時半～ 2 時50
分　12日（土）　26日（土）　午前11時
半～午後 0 時50分　◇はじめてエア

　◇大倉掘り取り観光組合・山口☎
（88）6180　※いずれも予約制。正午
～午後 1 時と午後 7 時～ 9 時に受け
付け。みかんは20人以上の団体のみ
　 はだの都市農業支援センター☎

（81）7800
●応急手当講習会

9 月 9 日（水）　午前 9 時半～午後
0 時半　 保健福祉センター　 普
通救命講習Ⅰ（心肺蘇生法、ＡＥＤ
の使い方など）　 市内在住・在勤・
在学の中学生以上40人（申し込み先
着順）　※修了証を発行。再受講も
可　 警防対策課☎（81）8020
●スケッチハイキング

9 月17日（木）午前 9 時渋沢駅改
札前集合～四十八瀬川～午後 3 時半
桂林寺　 20人（申し込み先着順）　

3000円　 観光協会☎（82）8833
●坡

パ ジ ュ

州市との青少年交流キャンプ
9 月26日（土）午後 4 時～27日（日）

午後 4 時　 表丹沢野外活動セン
ター　 韓国京

キョン

畿
ギ

道
ド

坡州市の中学生
とそば打ち体験やキャンプファイア、
秦野たばこ祭の見学など　 市内在
住の中学・高校生20人（申し込み先
着順。参加者には記念品）　 500円
　 市民自治振興課☎（82）5118

●サンライフ鶴巻の特定職員
勤務内容　施設の維持・管理・受付
業務　勤務日　月14日程度（土・日
曜日、祝・休日を含む）　午前 8 時
半～午後 5 時　任期　10月 1 日～平

付された方（敬称略）　カラオケ連合
パワーズ　社会福祉法人寿徳会チャ
リティゴルフ実行委員会　愛の助け
合い募金活動有志　匿名 1 件
●植樹のために（ 6 月
1 日～30日）　現金 1
件　7000円　寄付され
た方　匿名
●市のために（ 6 月 1 日～30日）　現
金 2 件　 9 万円　寄付された方（敬称
略）　三武忠義　秦野市測量業協会
●社会福祉協議会へ（ 6 月 1 日～30
日）　現金 3 件　10万9402円　物品
2 件　寄付された方（敬称略）　カラ
オケマックス　秦野市農業協同組合
花き部会バラ部　井上千代子　秦野
ライオンズクラブ　匿名 1 件　
●みどりの保全・創造に関する事業

（ 6 月15日）　現金 1 件　 1 万円　寄
付された方（敬称略）　国際ソロプチ
ミスト秦野

滞納していない方　※マンションな
どに設置するときは、発電または蓄
電した電気などを自身が居住する部
分のみで使用する方。②を設置する
ときは、余剰電力にかかる電力受給
契約を電力会社と締結できる方　補
助額　①、③は一律 5 万円、②は上
限 3 万5000円、④は一律 1 万円　※
④は①～③のいずれかと併用　 申
請書（市役所西庁舎 1 階産業政策課、
公民館、駅連絡所、市ホームページ
にあります）に必要書類を添えて、
産業政策課へ持参　※予算額に達し
次第終了　注意　工事着手後の申請
はできません。平成28年 3 月末まで
に設置工事が完了し、実績報告書の
提出が必要です　 産業政策課☎

（82）9646

●秋の味覚を満喫　掘り取り観光
◇落花生・さつまいも　 9 月

5 日（土）～10月18日（日）　大倉・名
古木地区　 1 坪（約20株）800円　※
さつまいもは 1 株150円　◇みかん
　11月 1 日（日）～25日（水）　名古木
地区　食べ放題（ 1 キロの土産付き）
500円　 ◇名古木掘り取り観光組
合・小泉（落花生とさつまいも）☎

（81）1509　小泉（みかん）☎（81）9775

半　 「ミッキーマウスとまほうの
ぼうし」（アニメ）など　 小学生以
下と保護者100人（当日先着順）
中野健康センター☎（82）7596
●チェアエクササイズ

9 月 5 日（土）　午前11時～正午　
20人（申し込み先着順）
くずはの家☎（84）7874
●鳴く虫の女王カンタンの
　声を聴く会

9 月 5 日（ 土 ）　 午
後 5 時 半 ～ 7 時 半　

小学生以上30人（申し込み先着順。
小学生は保護者同伴）
図書館☎（81）7012
●市制施行60周年・開館30周年記念
　文学講演会

9 月12日（土）　午後 1 時半～ 3 時
　 英米文学「Ｔ・Ｓエリオット　
その人生と劇作品、ギリシア悲劇の
観点から」　講師　相原雅子氏(白百
合女子大学講師)　 80人(申し込み
先着順)

●福祉の充実のために（ 6 月 1 日～
30日）　現金 4 件　32万1288円　寄

●お知らせください
　家屋や土地の状況
　家屋や土地の固定資産税は、毎年
1 月 1 日現在の状況で課税していま
す。用途の変更や、取り壊すときは、
事前に連絡してください。また、登
記をしていない家屋の所有者を、売
買や贈与、相続などで変更するとき
は、必ず届け出てください。　 資
産税課☎（82）7390・7391
●忘れずに受診を　がん検診
　今年 4 月に登録手続きをした方に
集団検診または施設健診の受診券を
送付しています。がんの早期発見の
ため、必ず受診しましょう。なお、
乳がんのマンモグラフィ検査と乳が
ん施設健診の一部は、予約が必要で
す。　 健康づくり課☎（82）9603
●設置を補助します
　住宅用スマートエネルギー設備
補助対象設備　①定置用リチウムイ
オン蓄電システム　②住宅用太陽光
発電システム　③家庭用燃料電池シ
ステム（エネファーム）　④ＨＥＭＳ

（エネルギー管理システム）　 ◇市
内で所有・居住する住宅に①～④を
設置する方、または付いている住宅
を新築・購入する方　◇市税などを

ロビクス　 7 日～28日の月曜日　午
前 9 時半～10時50分　12日～26日の
土曜日　午前 9 時半～10時50分　◇
リフレッシュヨガ教室　 7 日～28日
の月曜日　午後 7 時半～ 8 時50分　

総合体育館　 各回70人（当日先
着順）　 1 回400円　 開始 1 時間
前から体育館窓口へ　 スポーツ振
興財団☎（84）3376
●小学生の走り方教室

9 月 7 日（月）、14日（月）または 8
日（火）、15日（火）の全 2 回　午後 5
時～ 7 時　 カルチャーパーク内陸
上競技場　 各コース小学生50人

（申し込み多数のときは抽選）　
1000円　 8 月18日（火）～23日（日）
　 スポーツ振興財団☎（84）3376

里山ふれあいセンター☎（75）1961
●そばづくり教室

8 月22日（土）　午前10時～午後 2
時　 12人（申し込み先着順）　
1400円
はだのこども館☎（81）7011
●こどもえいが会

8 月23日（日）　午前10時半～11時

〔変更後〕

上公民館☎（87）0212
親子卓球教室　 9 月 6 日（日）　午後 1 時～ 3 時　
親子10組（単独参加可）
お月見まんじゅうとけんちん汁作り教室　 9 月
15日（火）　午前 9 時半～午後 1 時　 10人　700円
渋沢公民館☎（87）7751
元気に過ごすおいしいレシピ　 9 月10日（木）　午
前 9 時半～午後 1 時　16人　650円
本町公民館☎（84）5100
高齢者くらしのミニ講座「健康をつくる簡単レシ
ピ」　 9 月 9 日（水）　午後 1 時半～ 3 時　20人
東公民館☎（82）3232
がらがらどん　 9 月 7 日（月）　10月 5 日（月）　午
前10時～、11時～　各回 4 歳以下と保護者 8 組

古道・大山道を歩く「路傍の神仏を訪ねて」　 9 月
25日（金）　午前 9 時～午後 3 時　20人　250円
大根公民館☎（77）7421
紙芝居・仁太鼓　 8 月20日（木）　午後 3 時～ 4 時
　「つんぶくだるま」など
リズムに合わせて健康体操　 9 月 3 日（木）　17日

（木）　午前10時～11時半　65歳以上　500円
南が丘公民館☎（84）6411
はじめての短歌　 9 月 5 日（土）　午前 9 時半～正
午　10月 3 日（土）　午前 9 時半～午後 0 時半　20人
マツムシの大合唱とカンタンを聴こう　 9 月 5 日

（土）午後 6 時半公民館集合～砂口配水場方面～ 8
時半　20人　本町公民館でも受け付け
南公民館☎（81）3001
パソコン何でも相談　 9 月 8 日（火）　午後 1 時半
～ 3 時半　パソコン持参
お月見まんじゅう作り　 9 月13日（日）　午前 9 時
半～正午　親子10組　600円

アクティブ65南｢身体のコリ｣　 9 月16日（水）　午
前10時～11時半　65歳以上20人
西公民館☎（88）0003
ブック展「宮本輝」　 9 月 1 日（火）～20日（日）　本
の展示と貸し出し
マジック教室　 9 月 5 日（土）、19日（土）、26日（土）
の全 3 回　午前10時～正午　10人　各回700円
本の会「宮本輝」　 9 月11日（金）　午前10時半～正
午　読書会　10人　150円
堀川公民館☎（87）4111
カンツォーネ入門講座「イタリアの大衆音楽を学
ぶ」　 8 月31日（月）　午後 2 時～ 4 時半　20人　
200円
北公民館☎（75）1678
絵本とお友だち　 9 月 7 日（月）　午前10時半～11
時半　未就学児と保護者20組　
里山カフェ　 9 月 8 日（火）　午前 9 時半～11時半
　お茶を飲みながら地域の交流を深める　100円

催し案内
ゴムバンド骨盤体操　 8 月21日（金）　 9 月 1 日

（火）　午前10時～11時半　総合体育館　30人（申
し込み先着順）　500円　大門☎070（6450）7707
邦楽体験教室とコンサート　
8 月23日（日）　◇体験教室　
午前10時～11時半　 4 歳以上
25人（申し込み先着順）　◇コ
ンサート　午後 1 時～ 3 時　入場自由　いずれも
西公民館　こども邦楽育成会・小村瀬☎（88）0544
民話を「語るべ」のつどい　 8 月23日（日）　午後 2

時～ 4 時　本町公民館　石川☎（82）8484
吉田千尋「書と絵画展」　 9 月 1 日（火）～ 6 日（日）
　午前10時～午後 5 時（ 1 日は午後 1 時～）　宮永
岳彦記念美術館　吉田☎（82）5883
その他
知っていますか　「建退共制度」　建設業を営む事
業者が契約することで、従業員が働くことをやめ
たときに、建退共から退職金が支払われます。　
建退共神奈川県支部☎045（201）8454
なんでも作品展　 8 月26日（水）　正
午～午後 5 時半　27日（木）　午前 9
時～午後 3 時　文化会館　市内小・
中学校教職員の絵画、手芸、工作、
陶芸、写真など　学校教職員互助会

☎（84）2785
ＪＡはだの文化講演会　 9 月12日（土）　午前10時
半～正午　文化会館　入場自由　地球環境を救う
新しいライフスタイルへ　講師　北野大氏（淑徳
大学教授）　ＪＡはだの組織教育課☎（81）7714
東海大学市民講座　◇土曜日コース　 9 月26日～
12月19日（10月31日を除く）　全12回　午前 9 時20
分～午後 2 時55分のうち90分　英語、韓国語、フ
ランス語、中国語　◇木曜日コース　10月 1 日～
12月17日　全12回　午後 5 時15分～ 6 時45分　韓
国語　東海大学湘南キャンパス（平塚市北金目 4
− 1 − 1 ）　各コース25人（申し込み先着順）　 1
万8000円　 8 月19日（水）～ 9 月 3 日（木）に東海大
学エクステンションセンター☎03（5793）7133へ

市内の公共施設を利用

公民館だより公民館だより公民館だより
定員のあるものは原則申し込み先着順、
ないものは原則入場自由です。

支援会員を募集

イベント参加者の募集

花火募金にご協力を

子育てを応援しませんか
ファミリーサポートセンター

目指せ未来のメダリスト
トップアスリートから学ぶ　スイミング教室

第68回秦野たばこ祭

クラスの区分 入所継続の取り扱い
0 ～ 3 歳児 生まれた下の子が 1 歳になるまで継続
4 歳児以上 育児休業期間中は継続

青�森ねぶた「ハネト」の踊り手　 9 月26日　午後 5 時45
分～　 市内目抜き通り

祭�りボランティア　受付案内やキャンペーン、写真撮影
などにご協力ください。

保育こども園課☎（82）9606

支援会員研修会
9 月11日（金）、14日（月）、15日（火）の全 3 回　午前 9 時半～午後 0 時半

　 保健福祉センター　 保育者としての心得、子供との遊び方など　
60人（申し込み先着順）　※保育あり（予約制）

ファミリーサポートセンター☎（84）1330

　子供を預かる「支援会員」と預ける「依頼会員」で構成するファミリーサ
ポートセンター。自宅で子供を預かったり、学校や習い事へ送迎をしたり
して、子育てを応援しています。登録後の会員間の調整や個別の相談には、
専任のアドバイザーが対応します。また、初めて利用する依頼会員には、
市から一部助成があります。
利用料金（依頼会員が支援会員に支払う金額）
◇月～金曜日の午前 7 時～午後 7 時（年末年始を除く）　 1 時間700円
◇土・日曜日、祝・休日、上記以外の時間帯　 1 時間900円
※ 子供の送迎に必要な交通費や、支援会員が用意した飲食物などは実費

　市内在住で育児や保育に理解と熱意のある方なら誰でも登録できます。
　※登録には研修会への参加が必要です。

　保育所やこども園に入所している 0 ～ 2 歳児で、保護者が第 2
子以降を出産し育児休業を取得するとき、これまでは家庭での保
育を念頭に退所をお願いしていました。
　今後は、子育て支援の観点から保護者の意向を踏まえ、年齢にかかわら
ず継続して保育所やこども園が利用できるよう、次のとおり変更しました。
家庭的保育事業、小規模保育事業等特定地域型保育事業も同様です。

※クラスの区分は、育児休業開始時点で決定します。

　対象の方には、住民登録があった市町村から申請書などが郵送されます。 
（本市は 9 月 8 日（火）から郵送。公務員の方は職場から配布）
臨時福祉給付金　 平成27年 1 月 1 日に住民登録があり、平成27年度の市
民税が課税されていない方　※課税されている方の被扶養者や生活保護の
受給者などは対象外　支給額　1人6000円
子育て世帯臨時特例給付金　 平成27年 5 月31日に住民登録があり、平成
27年 6 月分の児童手当を受給している方　※特例給付を除く　支給額　対
象児童 1 人3000円

申請書を 9 月 9 日（水）～平成28年 2 月15日（月・消印有効）に〒257−
8501西庁舎 1 階臨時給付金担当へ郵送、または10月 1 日（木）～平成28年 2
月15日に持参

子育て支援課臨時給付金担当☎（86）9101

消費税率の引き上げに伴い支給します
臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金保護者の育児休業取得に伴う保育所などの継続利用

　祭りのフィナーレを飾る打上花火と仕掛花火の募金にご協力をお願いし
ます。募金は銀行振り込みと募金箱で受け付けています。
振込先　横浜銀行秦野支店　普通6093030　秦野たばこ祭実行委員会（花火
募金）　募金箱の設置場所　市内の公共施設、秦野郵便局、ＪＡはだの本・
支所、市内の金融機関、コンビニ、スーパーなど

観光課☎(82)9648

　アテネ・北京オリンピックメダリストの中村礼子
さんが直接指導します。

9 月12日（土）　午前 9 時～11時半　 おおね公園
　 基礎的なトレーニング、トップレベルに通用す
る泳ぎなど　 クロール・平泳ぎ・背泳ぎ・バタフ
ライのいずれかで50メートル泳げる小学 4 ～ 6 年生
40人（申し込み先着順）

スポーツ振興課☎（84）2795

出演　木の実ナナ、宇梶剛士ほか　
11月22日（日）　午後 4 時～　小ホー
ル　3500円

8 月22日(土)　午後 2 時～　小ホ
ール　3000円

10月12日（月）　午
後 2 時半～　大ホ
ール　3500円

舞台「南阿佐ヶ谷の母」

春風亭昇太・三遊亭遊吉　二人会

前橋汀子
ヴァイオリン・リサイタル

※ いずれも全席指定。未就学児は入
場できません。

地域貢献券が利用できます

9月26日（土）・27日（日）

中村礼子氏

＝とき　 ＝ところ　 ＝内容　 ＝対象　 ＝定員　 ＝費用
＝申し込み　 ＝締め切り　 ＝問い合わせ

問い合わせ　文化会館☎（81）1211

文化会館チケット情報販売中
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お出掛けください隣町

作品
募集

問い合わせ　生涯学習課☎（84）2792

問い合わせ　水道業務課☎（83）2111

問い合わせ　生涯学習課☎（84）2792

イ
ン
ド
ア
な
夏
も
、
お
す
す
め
で
す
。

広告

秦野市水道の歴史展示会

市民芸術の祭典 秦野市展

給水開始125周年記念

問い合わせ　観光協会☎（82）8833

問い合わせ　市民自治振興課☎（82）5118 問�い合わせ　平塚市美術館☎（35）2111

丹沢はだの軽トラ市も同時開催
東海大学前駅　駅前商店街プロレス

参加者
募集

　10月28日（水）から11月30日
（月）まで、文化会館で開催す
る市展に出品しませんか。
応�募資格　市内在住・在勤・
在学の高校生以上または市
美術協会・書道協会・写真

パサデナ市の中学生と交流しよう
スカイプキャンプ 展覧会「ペコちゃん展」正式に決定

新東名 秦野SAにスマートIC
トピックス

　町おこしを目的に、駅前広場に設置
するリングで大日本プロレスによる試
合を行います。軽トラックを店舗にし
た「軽トラ市」や音楽・ダンスパフォー
マンスも会場を盛り上げます。
と�　き　 9月 5日（土）　午後 4時～ 7
時（軽トラ市は正午～）　※雨天のと
きは 6日（日）
ところ　東海大学前駅南口駅前広場

　姉妹都市・アメリカ合
衆国テキサス州パサデナ
市にあるトンプソン中学
校の生徒と、スカイプ（イ
ンターネットによるビデ
オ通話）で会話します。
と�　き　10月23日（金）午
後 8時～24日（土）午前
10時　※事前研修　10

　新東名高速道路と市道との連結が国から許可さ
れ、 8月 6日、その許可書が国土交通省関東地方
整備局横浜国道事務所・杉﨑所長から伝達されま
した。これにより、新東名高速道路の「秦野サー
ビスエリア（仮称）」内へのスマートインターチェ
ンジの設置が正式に決まりました。
　古谷市長は、「産業基盤や災害時の支援体制を
強化できるとともに、経済・文化交流の発展にも
つながる」と話し、今後に期待を寄せました。

月17日（土）　午前 9時～11時
と�ころ　表丹沢野外活動センター
対�　象　市内在住の中学生14人（申し込み多数のとき
は抽選）

申�し込み　申込書（市役所 3階市民自治振興課、公民館、
図書館、文化会館、はだのこども館、市ホームペー
ジにあります）を、 9月11日（金）までに〒257－8501
市民自治振興課へ郵送または持参。ファクス（（82）
6793）も可

　不二家の企業キャラクター「ペコちゃ
ん」の歴史を追った展覧会を開催してい
ます。
と�　き　 9月13日（日）まで　午前 9時半
～午後 5時（ 8月30日（日）までは午後
6時まで。月曜日は休館）

と�ころ　平塚市美術館（平塚市西八幡一
丁目 3－ 3）
料�　金　800円（高校生・大学生は500円。
中学生以下・土曜日の高校生は無料）

連盟に所属している方　※市内の美術教室などの受講者も可
出�品方法　作品に出品表（市役所西庁舎 3階生涯学習課、駅連絡
所、公民館、市ホームページにあります）を添えて、各搬入日
に文化会館へ

搬�入日時　◇美術の部　10月26日（月）　午前10時～午後 2時　◇
書道の部　11月16日（月）　午前 9時半～11時　◇写真の部　11
月23日（月）　午前10時～午後 2時

と�　き　 8月25日（火）～ 9
月10日（木）

ところ　本町公民館
内�　容　水道創設時や関東
大震災後の災害復旧に関
する歴史的文書、各種の
水道管など

展示替えします 宮永岳彦記念美術館

　美人画や童画などジャンルを問わず、作品に植物や動物を描い
ていた宮永岳彦。
　今回は「いのちの彩り」をテーマに、さまざまな生き物が描かれ
ている油彩画や童画など約70点を紹介します。
期間　 8月12日（水）～平成28年 2 月 7 日（日）
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サービスエリア インターチェンジ

「広報はだの」は再生紙を使用しています。
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将来の道路網図

老年人口（65歳～74歳）生産年齢人口
平成12年 平成17年 平成22年 平成27年
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年少人口 後期高齢者人口（75歳以上）
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未来へつなぐ　まちづくり
総合計画後期基本計画策定特集号

　総合計画は、まちづくりを総合的かつ計画的に進めるため、本市のあるべき都市像を「みどり豊かな暮らしよい都
ま

市
ち

」と定め、これを達成するための基本的方
向を定めている市政運営の根幹をなす計画です。
　現在の「秦野市総合計画HADANO２０２０プラン」は、『市民が抱く一人ひとりの夢が大きな虹となり、２１世紀の秦野の未来を創る明日への架け橋』となる計画を
目指し、基本構想（平成２3～3２年度）と、前期基本計画（平成２3～２7年度）をもって構成しています。プラン策定後は、少子高齢化社会への備えや、東日本大震災
の教訓を生かした防災対策の強化など、さまざまな課題への対応を着実に進めてきました。
　ここで前期基本計画の期間が終了することから、引き続き基本構想の方向性に沿った平成２８～3２年度までの 5年間の具体的施策や事業内容を示した後期基本
計画の策定に取り組んでいます。策定に当たっては、新東名高速道路の開通など社会潮流の変化を予測したうえで、新たな行政課題も的確に捉えます。

総合計画HADANO2020プランの仕組み

■基本構想
　長期的展望（１０年間）に立ち、本市の将来像を実現するための基本的な方針
■基本計画
　基本構想に基づく中期（ 5年間）の具体的な施策展開の指針
■実施計画
　基本計画を計画的に推進するための具体的な事業実施の指針

　総合計画は、環境・都市基盤、子育て・医療・福祉、安心・安全対策、産業・
観光振興、教育・文化、協働・連携など、広範囲にわたり市民の皆さんの生活
に関係するまちづくりの指針です。
　市民の視点に立った、さまざまな分野で基本目標や基本政策（施策）を掲げ、
財源の裏付けのある実効性のある計画を策定し、市民の皆さんと一緒にわがま
ち秦野の将来像の実現を目指すことで、さらに魅力に満ちた暮らしやすいまち
になるものと考えています。

まちづくりの指針

人口と年齢構成の推移

策定の基本的な考え方（ ６つの柱）

○市民の力・地域の力を生かした計画
○市民と行政が互いに共有できる目標明示型の計画
○選択と集中による重点施策を明確にする計画
○公共を担う多様な主体との協働・連携を踏まえた計画
○�施策の実施と評価、改善が連動し、変化に柔軟に対応する実
効性のある計画
○わかりやすく、活用できる計画

○人口減少と少子高齢化への対応
○経済情勢と雇用の多様化への対応
○安心・安全の確保への対応
○持続可能な循環型社会の構築

社会潮流を踏まえた基本的な策定の視点

行財政改革と公共施設再配置の位置付け
　本市では、将来にわたって持続可能な行財政運営を推進していくため、限ら
れた経営資源をいかに効率的・効果的に活用し、質の高いサービスを提供して
いくかという経営的視点に立った「はだの行革推進プラン」、「新はだの行革推
進プラン」を策定し、歳出の削減、歳入の確保、事業の選択と集中などの行財
政改革に取り組んできました。
　さらに、公共施設（ハコモノ）についても、長期的展望に立った「公共施設の
再配置に関する方針」、「公共施設再配置計画」を先駆的に策定し、将来にわたっ
て真に必要性の高い公共施設サービスを持続していく取組みを進めていきます。
　今後も厳しい財政状況が見込まれており、総合計画後期基本計画に掲げる事
業の実施に当たっては、最少の経費で最大の効果を挙げる視点を一層重要視す
る必要があることから、さらなる行財政改革や公共施設の再配置の推進を総合
計画の中に位置付けます。

　本市の人口は、昭和３０年の市制施行当時から増加を続け、平成2１年に１7万人
を超えましたが、平成22年 9 月を境に減少に転じ、平成27年 １ 月 １ 日現在では、
１６8,7３2人となっています。
　また、年齢構成は、６5歳以上の占める割合が増加している一方、年少人口な
どは減少しており、今後ますます少子高齢化が進むものと予測しています。

新東名高速道路などの開通により、産業の活性化・
地域防災力の向上が期待されます。

H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 H31年 H32年
2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

見直し

実施計画（毎年見直し、更新）

後期基本計画
（平成28～32年度）

前期基本計画
（平成23～27年度）

基本構想
（平成23～32年度）

平成２7年（２０１5年）８月１5日



環境と共生の政策 活力・成長の政策 ひとづくりの政策

市民力・行政力の政策

安心・安全の政策

北地区

東地区

本町地区

大根地区大根地区

鶴巻地区鶴巻地区

南地区

西地区上地区
N

■本町地区
■南地区

■東地区

【地域区分図】

■大根地区

■鶴巻地区

■北地区

■上地区

■西地区

　都市像である「みどり豊かな暮らしよい都
ま

市
ち

」の実現のため、 5つの基本目標（第 １～ 5編）と１８の基本政
策（章）に沿って、55の基本施策（節）を設定し、｢現状や課題｣や「今後の取組みの方向」、｢主な施策・事業｣
などについて、皆さんからのご意見を踏まえて策定していきます。

１　基本政策
①環境と共生する快適な暮らしの確保
②次世代に引き継ぐ都市基盤・都市機能の充実
２　基本政策を支える基本施策
①- １ 多様な生物をはぐくむ自然環境の保全と再生
①- 2 地球温暖化対策の推進
①- ３ きれいで快適な生活環境の確保
①- 4 ごみの減量と資源化の推進
②- １ �人にやさしい安全で快適な道路づくりの推進
②- 2 �市街地の再生と都市機能の集約に向けた基盤

整備の推進
②- ３ �地域を結ぶ公共交通ネットワークの維持・確保
②- 4 �法令等に基づく適切な指導による快適な住環

境等の創出
②- 5 �地域に愛される公園や緑地の整備
②- ６ �安全でおいしい水の安定供給
②- 7 �健全で安全な下水道の推進と

河川・水路の整備

１　基本政策
①地域に根ざした活力のある工業の振興
②魅力とにぎわいのある商業の振興
③観光資源の活用と創出による観光の振興
④地域特性を生かした都市農業の振興
⑤林業の育成と里山林の保全
２　基本政策を支える基本施策
①- １ �企業誘致と創造的な企業活動

への支援
①- 2 雇用、就労への支援
②- １ 意欲のもてる商業経営への支援
②- 2 �人にやさしくにぎわいのある商店街づくりへ

の支援
③- １ 観光資源の魅力の向上と活用
③- 2 協働と連携による観光振興の充実
④- １ 農業経営の安定化と農地保全
④- 2 地産地消及び交流型農業の推進
⑤- １ 水源の森林づくりの促進
⑤- 2 里山林の保全・活用

１　基本政策
①�豊かな心と創造性をはぐくむ教育環境づくりの
推進
②生涯にわたり学び楽しむ環境づくりの推進
③市民の文化・芸術活動の振興
２　基本政策を支える基本施策
①- １ 生きる力をはぐくむ教育の推進
①- 2 地域・家庭と一体となった学校運営の推進
①- ３ 安全・安心で快適な教育環境づくりの推進
②- １ 生涯学習活動の推進
②- 2 生涯学習環境づくりの推進
③- １ 市民文化活動の充実
③- 2 郷土の伝統文化の伝承と文化財の保存・活用

１　基本政策
①協働の推進
②�平和を希求し人権を尊重しあう環境づくりの推進
③持続可能な行財政運営
２　基本政策を支える基本施策
①- １ 情報共有化とシティプロモーションの推進
①- 2 地域づくりとコミュニティの活性化
①- ３ 多様な担い手による協働の推進
②- １ 人権の尊重
②- 2 男女共同参画社会づくりの推進
②- ３ 恒久平和の実現
③- １ 適正で安心な行政の推進
③- 2 健全で着実な財政運営
③- ３ �他自治体との広域連携・協力の推進

１　基本政策
①�良好な子育て環境の整備と子育て世代への支援の
推進
②心のかよいあう福祉の推進
③健康で暮らせる環境づくりの推進
④医療・介護・年金の健全運営
⑤安心で安全な市民生活の実現
２　基本政策を支える基本施策
①- １ 安心して子育てできる環境づくりの拡充
①- 2 �妊娠・出産期から親子の成長への切れ目ない支

援の推進
①- ３ �家庭・地域ではぐくむこどもの健全育成
②- １ 助けあう地域福祉の充実
②- 2 安心して暮らし続けられる高齢者等への支援

②- ３ 自律した生活を支援する障害者福祉の充実
②- 4 �安定した暮らしを確保する生活困窮者及び住

宅困窮者への支援
③- １ 健康づくりの推進
③- 2 スポーツ・レクリエーション施策の推進
③- ３ 楽しみ学ぶ食育の推進
③- 4 地域医療体制の充実
④- １ 医療保険の健全運営
④- 2 介護保険の健全運営
④- ３ 国民年金の啓発・加入促進
⑤- １ 災害や危機への備えの充実
⑤- 2 暮らしの安心を支える消防・救急体制の充実
⑤- ３ 地域の交通安全・防犯対策の充実
⑤- 4 安心できる消費生活の支援、市民相談の充実

　地域まちづくり計画は、地域の将来像やその実現の
ための基本目標、取組みの方向性、地域の資源（自然、
文化、人）を生かしたさまざまな個性ある地域づくり
の取組みを示します。この計画は、地区まちづくり委
員会を中心とした地域まちづくり計画策定会議により
検討、提案された計画を基に、地域の個性を踏まえつ
つ、市全体としての調和も考慮しながら策定していき
ます。

◇目指すまちの姿（将来像）
・�活力とふれあいに満ちた、きれいで安全な暮ら
しよいまち
◇地域づくりの基本目標例
・にぎわいの拠点づくりによる活気あふれるまち
・地域活動や交流が盛んなあたたかいまち

◇目指すまちの姿（将来像）
・�豊かな水と緑に囲まれ、素晴らしい環境で誰もが住んでみ
たいと思うまち
◇地域づくりの基本目標例
・�交通安全、防犯・防災対策による安全で安心して暮らせる
まち
・自然環境を大切にし、人と自然がふれあえるまち

◇目指すまちの姿（将来像）
・豊かな自然と歴史や文化が調和した住みよいまち
◇地域づくりの基本目標例
・�住民が誇りにできる丹沢や大山や湧水等の豊かな自然と
史跡や文化財等の遺産を積極的に生かしたまちづくり

◇目指すまちの姿（将来像）
・安全・安心・清々しいやさしいまち
◇地域づくりの基本目標例
・自然を大切にするまち
・�快適な生活環境づくりへ努力するまち

◇目指すまちの姿（将来像）
・�水と緑と眺めの美しい、人にやさしいにぎわい
のあるまち
◇地域づくりの基本目標例
・�温泉を楽しめるにぎわいと活力のあるまち
・�安全で安心して暮らせる人にやさしいまち

◇目指すまちの姿（将来像）
・�豊かで美しい自然と共生し、地域の
活力があるまち
◇地域づくりの基本目標例
・�誰もが安全で安心して暮らせるまち
・�新東名高速道路整備を生かした利便
性の高い活力のあるまち

◇目指すまちの姿（将来像）
・�豊かな自然と交通環境との調和、人・まち・
資源を生かした魅力と活力あるまち
◇地域づくりの基本目標例
・�美しい自然や地域資源を利活用した新しい
地域おこしを目指すまち

◇目指すまちの姿（将来像）
・�豊かな自然環境を維持し、四季を感じるこ
とができる美しい町並みのあるまち
・�個性豊かで活気あふれる商店街のあるまち
◇地域づくりの基本目標例
・防災・防犯・安全の強化

今後の総合計画後期基本計画策定の主な流れ（予定）

平成27年 8 月
　後期基本計画の素案

平成27年12月頃
　後期基本計画案の公表

平成28年 3 月
　後期基本計画の決定

（主な協働・連携）
・議会との連携
・各種団体などとの意見交換
・総合計画審議会など

　活力ある地域社会を創っていくためには、市民の皆さんと共に力を合わせ、協働でまちづくりに取り組んでいく必要があります。
現在、総合計画後期基本計画の策定を進めています。これから重要視していくべき施策や行革への取り組みなど御意見をお寄せください。
◆意見募集期間　平成27年 8 月３１日まで
◆問合せ　〒257-85０１　秦野市桜町１-３-2��☎82-5１０１
　・企画課（総合計画）……kikaku@city.hadano.kanagawa.jp　　　・行政経営課（行財政改革の推進）……keiei@city.hadano.kanagawa.jp
　・公共施設再配置推進課（公共施設の再配置）……koukyousisetu@city.hadano.kanagawa.jp

ご意見を
お寄せください

計画素案を
市役所、各公民館、
ホームページで
閲覧できます。
是非ご覧ください

施策大綱別計画の骨子

地域まちづくり計画の骨子

パブリックコメント



（施設面積：㎡）（人口：万人）

320，000

360，000

280，000

240，000

200，000

160，000

120，000

80，000

40，000

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

0
Ｓ
30

Ｓ
35

Ｓ
40

Ｓ
45

Ｓ
50

Ｓ
55

Ｓ
60
Ｈ
1
Ｈ
5
Ｈ
10

Ｈ
15

Ｈ
20

Ｈ
25

Ｈ
30

Ｈ
35

Ｈ
40

Ｈ
45
Ｈ
47

人口と公共施設の面積の推移

〜
Ｓ
30

Ｓ
35

（施設面積：㎡）

（年）

40，000

35，000

30，000

25，000

20，000

15，000

10，000

5，000

0 Ｓ
40

Ｓ
45

Ｓ
50

Ｓ
55

Ｓ
60

Ｈ
10

Ｈ
15

Ｈ
20

Ｈ
１

Ｈ
５

建築年ごとの公共施設の面積

現在の公共施設の約４８％、
１５万㎡が建築

H9 H15 H20 H22 H27

（人） 各年４月１日

はだの行革推進プラン
117人の削減

新はだの行革推進プラン
29人の削減

1,245
1,214

1,097 1,099
1,070

1,300
1,250
1,200
1,150
1,100
1,050
1,000
950

行財政改革の推進

公共施設の再配置－未来につなぐ市民力と職員力のたすき－
　今後の人口減少と高齢化による税収の減少、社会保障経費の増加等を考えると、現在ある公共施設の床面積をすべて維持していくことは不可能です。本市では、
「公共施設再配置計画」により、施設の床面積の削減を進めていますが、現在、平成２８年度からの「第 １期基本計画後期実行プラン」の策定に取り組んでいます。

●増え続けてきた公共施設の床面積 ●前期実行プラン（平成２３年度～平成２7年度）の主な取組み

●後期実行プラン（平成２８年度～平成３２年度）の主な取組み（予定）
●施設の老朽化

　公共施設再配置計画の策定時の推計では、平成4６年には、主な納税者とな
る生産年齢人口（１5歳以上６5歳未満）は昭和６０年とほぼ同じ 9万 ６千人へ減少
すると予測しています。昭和６０年の公共施設の床面積は、現在のおよそ ３分
の 2でした。現在すでに当時の１.5倍に達している公共施設を今後すべて維
持していくことは不可能です。

★�この二つの取組みでは、市民サービスの向上を図るとともに、公共施設の
維持管理に充てる収入を得ることができました。�

■公共施設の床面積 ■効果額
9１3㎡削減 　約3.7億円

→将来の市民に係る
　負担を軽減⇨

　本市の公共施設は、昭和5０年代の１０年間に約半数を建設してきました。そ
の結果、施設の老朽化は一斉に進み、平成３０年には、何らかの修繕が必要な
「築2０年以上の施設」は全体の 9割を超え、老朽化対策の費用は増大します。

　本市はこれまで、継続的に行財政改革に取り組ん
できており、「はだの行革推進プラン」では、１０7の
改革項目に取り組み、改革による効果額は約３１億 4
千万円となりました。�

　本市の職員数は平成 9年度の１,245人をピークに
減少しており、特に、「はだの行革推進プラン」では、
5年間で１１7人を削減し、職員数を１,０97人としまし
た。
　また、その後の「新はだの行革推進プラン」では、
29人の削減を行いました。

　「民間にできることは民間に」の基本原則のもと、
民間企業等が有する多様な専門性や機動性・ノウハ
ウを生かすため、業務委託等を推進し、経費の節減
を図るとともに行政サービスの向上に努めてきまし
た。

【はだの行革推進プラン】〈H1６～H２０〉
　「新はだの行革推進プラン」では、8６の改革項目を
推し進め、25年度までの実績額は、目標効果額であ
る１8億 ３ 千万円を大きく上回る約３１億 8 千万円に達
し、最終的な目標効果額である4０億円の達成が見込
める状況となっています。

　財政状況はこれまで以上に厳しさを増し、深刻な
財源不足に陥ることが懸念されます。

将来を見据え、社会の変化に適合した改革を
進め、持続可能な行財政運営を目指します。

　取り組みにあたっては、「経営的・戦略的な行政
運営」「責任ある安定的な財政運営」の 2つの基本運
営理念に沿って改革を進めていきます。

　基本運営理念に基づき、次の 5つの視点に立ち、
着実に行財政改革に取り組んでいきます。

【新はだの行革推進プラン】〈H２３～H２7〉

主な取組み 実　績
民間委託推進による業務改革（ごみ収集
の委託など） 4億９０００万円

施設使用制度改革（無料施設の有料化など） ９０００万円
幼稚園・保育園改革（幼稚園・保育園の
一体化） 5億4０００万円

職員改革（職員数の削減、職員手当の見
直しなど） 1９億９０００万円

一般施策改革（手数料の見直しなど） 3０００万円
計 31億4０００万円

主な取組み 目　標 実　績
職員数の削減　など 1億5０００万円 2億8０００万円
業務委託の推進
民営化の推進　など 1億5０００万円 3億5０００万円

財産の有効活用
未収金対策の強化　など 4億1０００万円 12億円

特別会計の改革
歳出の削減　など 11億2０００万円 13億5０００万円

計 18億3０００万円 31億8０００万円

分　野 内　容

福　祉
保健福祉センター管理業務（H17）、保育園給
食調理業務（H17）、地域活動支援センターひ
まわりの民営化（H24）

環境衛生 害虫駆除業務（H16）、ごみ収集業務（可燃ご
み、容器包装プラスチック）（H18）

上下水道 水道管管路管理業務（H2０）、上下水道料金業
務（H24）

教　育
小学校給食調理業務（H17）、公民館業務員業
務（H17）、学校業務員業務（H18）、図書館受
付等業務（H18）

その他 自動車運転業務（H17）、電話交換業務（H17）、
車両整備業務（H1９） 

行政サービスの維持・向上を図るために・・・

これまでの行財政改革の取組み さらなる改革の必要性

改革の視点

これまでの主な取組み①《職員数の削減》 これまでの主な取組み②《民間委託等の推進》

　時代の変化に柔軟に対応するため、情報通信技
術の活用などを図り、人口構造や財政力に見合う
行政経営を進めます。

①【合わせる】身の丈に合わせた行政経営の推進

　業務委託や指定管理者制度の導入などを推進
するとともに、業務の特性に応じた、さらなる担
い手の最適化を図ります。

②【委ねる】担い手の最適化の推進

　歳入の増収を図るため、市が保有している土地
や建物などの公有財産を有効活用した歳入確保
に努めるとともに、未収金対策の強化を積極的に
推進します。

③【量る】入るを量る施策の推進

　経営資源を効果的に投入する観点から、事務事
業のスクラップ・アンド・ビルドを基本的な考え
方とし、有効性や効率性を踏まえた不断の見直し
を行います。

④【制する】出ずるを制する改革の実行

　より質の高い「人財」の育成に取り組むとともに、
価値観やライフスタイルの多様化に対応できるよ
う、行政サービスの質的向上を目指します。

⑤【高める】質的改革への取組み

旧本町保育園の跡地を社会福祉法
人に賃貸（平成24年 4月）

保健福祉センターに郵便局を誘致
（平成24年１０月）

老人いこいの家・児童館の地域へ
の移譲

公共施設の利用者負担の適正化

　本市の財政や将来世代を守り、
質の高い公共施設サービスを提供
していくため、使用料の見直しを
進めます。

見直しの視点
①納税者間の公平性の確保
②世代間負担の公平性の確保
③老朽化への対応

他にも新たな取組みを検討中ですが、引
き続き、将来の市民の負担を減らしなが
ら、良好な公共施設サービスを持続可能
なものにしていく取組みを進めます。

※総合計画後期基本計画の策定にあわせ、今年度改めて人口を推計します。

地域で自主運営できる仕組みをつ
くります。



住み続けたい どちらかといえば住み続けたい 市外に転居したい 無回答

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

n=1078

0.68.033.557.9

公園や道路等の都市整備基盤の整備

子どもを産み育てやすい環境の整備

教育環境の充実

就業機会の確保

自然豊かな住環境の維持

災害に強いまちの整備

その他

無回答

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

n=1078

19.9

50.3

9.7

26.3

42.3

34.0

3.3

2.1

①定住の意向について ③これからの行政サービスに対する期待度

②これまでの行政サービスに対する満足度
④｢住み続けたい 住みたい｣と思っていただくために必要なこと

市民２０００人アンケート調査結果

　まちづくりには行政、市民だけでなく企業、関係団体などとの協働・連携も
重要であることから、有識者やさまざまな分野を代表する方々で構成する審議
会を立ち上げ、ご意見をうかがっています。

　現在取り組んでいる前期基本計画では、「目指そう値」という数値目標を掲げ
て、各施策に取り組んでいます。中間値（平成25年度）に対する進捗状況をみる
と、すでに、小・中学校及び幼稚園の校舎・園舎の耐震化や公園のバリアフリー
化等は目標を達成し、進捗率75％以上の事業が 8割となっています。

　学識経験者や商工業団体・労働団体・福祉団体・農業団体・
金融機関・報道機関・市民活動団体・行政機関を代表する方々

　市民との協働による「市民の力」「地域の力」を生かした計
画とするため、「ワールドカフェ方式」により、まちづくり
に関するさまざまな意見を創出し、ニーズを掘り起こすこ
とを目的に「市民炉端談議」を開催しました。
　「出産・子育てがしやすいまちづくり」「にぎわいのある
まちづくり」「安全で安心して暮らせる人にやさしいまちづ
くり」の ３つのテーマにより、個人が思っていることや改
善に向けた取組みなどを自由に挙げてもらい、グループで
取りまとめながら、効果や実行可能性などについて提案し
ていただきました。

　今年１月に各地区で、地区まちづくり委員会が主体となり「地域まちづくり計画策定会議」を立ち
上げ、これまでの活動を振り返るとともに、後期計画期間の地域まちづくり計画案の検討が進めら
れました。
　地域の「現状や課題」、「目指すまちの姿」、「基本目標」や「地域が主体となって取り組む活動」につ
いて市に提案していただきました。

中間値（平成25年度）に対する進捗状況 目標値数 割合(％ )
目標値を達成しているもの 32 37
進捗率75％以上 37 42
進捗度5０％以上75％未満 14 16
進捗度5０％未満 4 5

順位 内容
1 位 風景やまちなみの保全
2 位 窓口サービスの充実
3 位 ごみの減量やリサイクル対策
4 位 公園や緑地などの整備と保全
5 位 下水道や排水溝などの整備

順位 内　容
1 位 身近な医療体制の充実
2 位 安心して子どもを産み育てられる環境
3 位 道路などの交通安全対策
4 位 地域の防災体制の整備
5 位 ポイ捨て、不法投棄の防止策、幼・小・中の教育や環境の充実

順位 内　容
1 位 商店街の活性化対策
2 位 就労支援や雇用対策
3 位 空き家等への対策
4 位 道路などの交通安全対策
5 位 安心して子どもを産み育てられる環境

○出産・子育てがしやすいまちづくり
　�地域での子供たちとのかかわり方（子ども会などの活動）の工夫が
必要ではないか
　�通学時の見守り活動が各地域で行われており、今後も続けていき
たい
○にぎわいのあるまちづくり
　�自然や都心からのアクセスなど秦野の良さをもっとＰＲするべき
　食を生かしたまちづくりを進めたらどうか
○�安全で安心して暮らせる人にやさしいまちづくり
　住民同士の絆づくり、あいさつや声かけがもっと必要ではないか
　自治会に加入してもらうことが、第一歩になるのではないか
　自分で抱え込まずに、みんなで話し合うことが大切ではないか※�ワールドカフェ方式とは、カフェのようにリラックスした雰囲気

の中で、小グループでの対話により意見を出し合う手法

主な意見【市民炉端談議　 ３テーマ、延べ６０名】

【地域まちづくり計画策定会議　市内 ８地区、全２２回】

計画策定に向けた協働の取組み

　「秦野に今後も住み続けたいか」という定住の意向を聞いたところ、 9割以上
の方々が「住み続けたい」、「どちらかといえば住み続けたい」と考えています。
　その理由は、「自分の家や土地がある」「豊かな自然がある」「地域に愛着があ
る」が上位になっています。

　健康・福祉・医療に関する項目や、市民生活の安心・安全に関する項目、子
育て・教育環境に関する項目に期待が高く、市としても優先的に取り組んでい
く必要があると考えています。

　市が行っている仕事を52項目に分けて、現状に対する満足度、今後の期待度
を聞き、得点化してランキングを作成しました。

　「風景やまちなみの保全」、「ごみの減量やリサイクル対策」、「公園や緑地な
どの整備と保全」といった生活環境や都市基盤整備に関する項目の満足度が高
い結果となりました。
　一方、商業振興・就労支援に関する項目や、市民生活の安心・安全に関連す
る項目の満足度が低い結果となりました。

　「子どもを産み育てやすい環境の整備」が最も多く、「自然豊かな住環境の維
持」、「災害に強いまちの整備」と続きます。行政サービスに対する期待と関連
しており、これらの課題に着実に取り組むことが秦野市に住み続けていただく、
住んでいただくことにつながると分析しています。

　市では、後期基本計画の策定に当たり、定住の意向や行政サービスへの取り組みなどについて今年の １月に無作為に抽出した１８歳
以上の市民の皆さん２０００人を対象とした「市民意識調査」を実施しました（有効回収率53.9％）。その結果の一部をご紹介します。

【満足度が高かった項目】 【満足度が低かった項目】

【総合計画審議会を構成する委員】

さまざまな分野からの意見をうかがう取組み 前期基本計画の取組み状況（中間実績）
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